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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

Cisco IOS XE Release 3.7.0E（Catalystスイッチ用）および Cisco IOS XE Release 3.17S（Accessお
よび Edgeルーティング用）より、この 2つのリリースは集約されたリリース Cisco IOS XE 16の
1つのバージョンに進化（マージ）します。1つのリリースでスイッチおよびルーティングポー
トフォリオ内の Accessや Edge製品を幅広くカバーします。

テクノロジーの設定ガイドの機能情報の表には、機能が導入された時期についても記載されて

います。その機能が他のプラットフォームでサポートされた時期については、記載されている

場合とされていない場合があります。特定の機能がお使いのプラットフォームでサポートされ

ているかどうかを確認するには、該当製品のランディングページに掲載されているテクノロ

ジーコンフィギュレーションガイドをご覧ください。テクノロジーコンフィギュレーション

ガイドがご使用の製品のランディングページに表示された場合は、その機能がそのプラット

フォームでサポートされていることを意味します。

（注）

IP ルーティング：ODR コンフィギュレーションガイド
1



   IP ルーティング：ODR コンフィギュレーションガイド
2

最初にお読みください



第 2 章

オンデマンドルーティングの設定

オンデマンドルーティング機能により、スタブサイトの IPルーティングを最小限のコストで利
用できます。一般的なダイナミックルーティングプロトコルのコストはかからず、スタティッ

クルーティングの設定や管理の負担もありません。

• 機能情報の確認, 3 ページ

• オンデマンドルーティングの設定の前提条件, 4 ページ

• オンデマンドルーティングの設定の制約事項, 4 ページ

• オンデマンドルーティングに関する情報, 4 ページ

• オンデマンドルーティングの設定方法, 6 ページ

• オンデマンドルーティングの設定例, 13 ページ

• その他の参考資料, 14 ページ

• オンデマンドルーティングの設定に関する機能情報, 15 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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オンデマンドルーティングの設定の前提条件
Cisco Discovery Protocolが有効になっている必要があります。

オンデマンドルーティングの設定の制約事項
IPルーティングプロトコルはスタブルータには設定できません。

オンデマンドルーティングに関する情報

オンデマンドルーティングの利点

ここでは、オンデマンドルーティング（ODR）を設定する方法について説明します。ODR機能
により、スタブサイトの IPルーティングを最小限のコストで利用できます。一般的なダイナミッ
クルーティングプロトコルのコストはかからず、スタティックルーティングの設定や管理の負

担もありません。

スタブネットワーク

ハブアンドスポークネットワークトポロジでは、スタブルータは次の図のようにスポークルー

タとみなされる場合があります。このネットワークトポロジでは、スポークが隣接するルータは

ハブルータのみです。このようなネットワークトポロジでは、このトポロジを表すために必要な

IPルーティング情報は非常に簡単です。これらのスタブルータは通常、ハブルータへのWAN接
続が可能であり、少数の LANネットワークセグメント（スタブネットワーク）がスタブルータ
に直接接続されています。これらのスタブネットワークはエンドシステムとスタブルータのみ
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で構成される場合があるため、スタブルータがダイナミック IPルーティング情報を学習する必要
はありません。

図 1：ハブアンドスポークネットワークトポロジの例

オンデマンドルーティングの概要

ODRを使用すると、IPスタブネットワークを簡単にインストールできます。このネットワーク
では、ハブはスタブネットワークへのルートを動的に維持します。このインストールには、スタ

ブでの IPルーティングプロトコルの設定は必要ありません。ODRの観点から見ると、IPルーティ
ングプロトコルが設定されていない場合、ルーターはスタブであると見なされます。

ODR機能をサポートするスタブルータは、直接接続されたすべてのインターフェイスで設定され
ている IPネットワークに対応する IPプレフィックスをアドバタイズします。インターフェイス
に複数の論理 IPネットワークが設定されている場合、プライマリ IPネットワークだけが ODR経
由でアドバタイズされます。ODRは IPネットワーク番号だけでなく IPプレフィックスもアドバ
タイズするため、ODRは可変長サブネットマスク（VLSM）の情報を伝送できます。

ODRがハブルータで有効になると、ハブルータは IP転送テーブルでスタブネットワークルー
タのインストールを開始します。また、設定されたダイナミック IPルーティングプロトコルにこ
れらのルートを再配布するようハブルータを設定することもできます。

ODRは Cisco Discovery Protocolを使用して、ハブとスタブルータ間で最小限のルーティング情報
を伝達します。スタブルータはハブルータに IPプレフィクスを送信します。ハブルータがスタ
ブルータにデフォルトのルート情報を送信するため、スタブルータごとにデフォルトルートを

設定する必要はありません。

IP ルーティング：ODR コンフィギュレーションガイド
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オンデマンドルーティングの設定方法

ODR の有効化
ODRがハブルータで有効になると、ハブルータは IP転送テーブルでスタブネットワークルー
タのインストールを開始します。また、設定されたダイナミック IPルーティングプロトコルにこ
れらのルートを再配布するようハブルータを設定することもできます。

ハブルータで ODRを有効にするには、このタスクで次の手順を実行します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerodr

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

Ciscoルータで ODRを有効にし、ルータをルータコン
フィギュレーションモードに設定します。

routerodr

例：

Router(config)# router odr

ステップ 3   

ODR スタブルーティング情報の伝搬の無効化
ODRは Cisco Discovery Protocolを使用して、ハブとスタブルータ間で最小限のルーティング情報
を伝達します。これにより、スタブルータは IPプレフィックスをハブルータに送信できます。
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CDPを無効にして ODRスタブルーティング情報の伝搬を無効にするには、このタスクの手順を
実行します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. nocdprun

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

Cisco Discovery Protocolを無効にします。nocdprun

例：

Router(config)# no cdp run

ステップ 3   

指定したインターフェイスでの ODR スタブルーティング情報の伝搬
の無効化

ODR機能をサポートするスタブルータは、直接接続されたすべてのインターフェイスで設定され
ている IPネットワークに対応する IPプレフィックスをアドバタイズします。指定したインター
フェイスの ODRスタブルーティング情報の伝搬を無効にするには、このタスクの手順を実行し
ます。
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7

オンデマンドルーティングの設定

指定したインターフェイスでの ODR スタブルーティング情報の伝搬の無効化



手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. no cdp enable

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface
GigabitEthernet 0/0/0

ステップ 3   

インターフェイス上で Cisco Discovery Protocolをディ
セーブルにします。

no cdp enable

例：

Router(config-if)# no cdp enable

ステップ 4   

ODR 情報のフィルタリング
ハブルータは IPルーティングテーブルに ODRルートを入力しようと試行します。ODRルート
はスタブルータから動的に学習されます。これらのルートに対する IPネクストホップは、Cisco
Discovery Protocolによりアドバタイズされた隣接ルータの IPアドレスです。IPフィルタリングを
使用すると、ODRにより動的に学習することをハブルータが許可するネットワークプレフィッ
クスを限定できます。

この例では、ACLは、次のクラス Aネットワークプレフィクスをフィルタリングします。

access-list 101 permit 10.48.0.3

   IP ルーティング：ODR コンフィギュレーションガイド
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access-list 101 deny 10.48.0.0 0.0.255.255
access-list 101 permit 10.0.0.0 0.255.255.255
interface gigabitethernet 0/0/0
ip access-group 2 in

ODR情報をフィルタリングするには、このタスクで次の手順を実行します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. access-list access-list-number {deny | permit} source [source-wildcard] [log]
4. access-list access-list-number {deny | permit} source [source-wildcard] [log]
5. access-list access-list-number {deny | permit} source [source-wildcard] [log]
6. router odr
7. distribute-list [[access-list-number | name] | [route-mapmap-tag]] in [interface-type | interface-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

アクセスリスト 101は IPアドレス 10.48.0.3を
許可します。

access-list access-list-number {deny | permit} source
[source-wildcard] [log]

例：

Router(config)# access-list 101 permit 10.48.0.3

ステップ 3   

アクセスリスト 101は IPアドレス 10.48.0.0
0.0.255.255を拒否します。

access-list access-list-number {deny | permit} source
[source-wildcard] [log]

例：

Router(config)# access-list 101 deny 10.48.0.0
0.0.255.255

ステップ 4   

IP ルーティング：ODR コンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

アクセスリスト 101は IPアドレス 10.0.0.0
0.255.255.255を許可します。

access-list access-list-number {deny | permit} source
[source-wildcard] [log]

例：

Router(config)# access-list 101 permit 10.0.0.0
0.255.255.255

ステップ 5   

ODRをイネーブルにし、ルータコンフィギュ
レーションモードを開始します。

router odr

例：

Router(config)# router odr

ステップ 6   

ハブルータのODR情報をフィルタリングしま
す。

distribute-list [[access-list-number | name] | [route-map
map-tag]] in [interface-type | interface-number]

例：

Router(config-router)# distribute-list 101 in

ステップ 7   

ハブのダイナミックルーティングプロトコルへの ODR 情報の再配布
ODR情報をハブのダイナミックルーティングプロトコルに再配布するために必要な正確なコマ
ンドシンタックスは、ODRの再配布先のルーティングプロトコルによって異なります。詳細に
ついては、「Configuring IP Routing Protocol-Independent Features」モジュールの「Redistributing
Routing Information」セクションを参照してください。

Cisco Discovery Protocol または ODR タイマーの再設定
デフォルトでは、Cisco Discovery Protocolは 60秒ごとに更新プログラムを送信しています。この
更新間隔は、ネットワークのハブルータ側で IPルートの迅速な再コンバージェンスを提供するた
めに十分な頻度ではない可能性があります。スタブがモデム回線などの非同期インターフェイス

を経由して複数のハブルータのいずれかに接続する場合、より高速な再コンバージェンス速度が

必要となることがあります。

ODRでは、IPプレフィックス情報を含む定期的な Cisco Discovery Protocol更新プログラムを受信
することが想定されています。ルーティングテーブルにインストールされたルートの更新プログ

ラムを ODRが受信しなくなると、これらの ODRルートは、まず無効とマークされ、最終的には
ルーティングテーブルから削除されます。（デフォルトでは、ODRルートは 180秒後に無効と
マークされ、240秒後にルーティングテーブルから削除されます）これらのデフォルト設定は、
デフォルトの Cisco Discovery Protocol更新間隔に基づいています。Cisco Discovery Protocolまたは
ODRタイマーに対する設定の変更は、双方に対する変更により反映する必要があります。
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CiscoDiscoveryProtocolまたはODRタイマーを再設定するには、このタスクの手順を実行します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. cdptimerseconds
4. router odr
5. timersbasicupdateinvalidholddownflushsleeptime

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

Cisco IOSXEソフトウェアがCiscoDiscovery Protocol
更新プログラムを送信する頻度を指定します。

cdptimerseconds

例：

Router(config)# cdp timer 80

ステップ 3   

ODRをイネーブルにし、ルータコンフィギュレー
ションモードを開始します。

router odr

例：

Router(config)# router odr

ステップ 4   

ODRネットワークタイマーを調整します。timersbasicupdateinvalidholddownflushsleeptime

例：

Router(config-router)# timers basic 5 15
15 30

ステップ 5   
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dialer map 文を使用して Cisco Discovery Protocol ブロードキャストパ
ケットを転送

ダイヤラマッピングを指定するインターフェイスでは、Cisco Discovery Protocolパケットは、IP
プロトコルに適したダイヤラマップ設定文を使用します。Cisco Discovery Protocolパケットは常
にブロードキャストパケットであるため、これらの dialer map文はブロードキャストパケットを
処理する必要があります。この処理は、通常は dialer mapコマンドに broadcastキーワードを設
定して実行します。インターフェイスコンフィギュレーションモードで dialer stringコマンドを
使用することもできます。

ダイヤルオンデマンド（DDR）ルーティングインターフェイスでは、一部のタイプのパケットが
対象として分類されます。これらの対象パケットにより、DDR接続が確立されたり、DDRイン
ターフェイスのアイドルタイマーがリセットされる場合があります。DDR分類では、CiscoDiscovery
Protocolパケットは非対象と見なされます。この分類が発生するのは、IPパケットが対象として
分類される IP用の dialer map文を Cisco Discovery Protocolが使用している場合です。

次のタスクでは、Cisco Discovery Protocolブロードキャストパケットを転送するために dialer map
文を使用する方法について説明します。

または

dialerstringdial-string[: isdn-subaddress]

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. 次のいずれかを実行します。

• dialermapprotocol-keywordprotocol-next-hop-address [broadcast | class dialer-map-class-name
| modem-script modem-regular-expression | vrf vrf-name | name host-name | spc | speed 56 |
speed 64 | system-script system-regular-expression | dial-string[: isdn-subaddress]]

•
•
• dialerstringdial-string[: isdn-subaddress]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

   IP ルーティング：ODR コンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface async 1/0/0

ステップ 3   

複数のサイトに発呼したり、複数のサイトから呼

を受信するように非同期インターフェイスを設定

します。

次のいずれかを実行します。ステップ 4   

• dialermapprotocol-keywordprotocol-next-hop-address
[broadcast | class dialer-map-class-name |
modem-script modem-regular-expression | vrf 単一のサイトに発呼するインターフェイスに対し

て呼び出す文字列（電話番号）を指定します。vrf-name | name host-name | spc | speed 56 | speed
64 | system-script system-regular-expression |
dial-string[: isdn-subaddress]]

•
•
• dialerstringdial-string[: isdn-subaddress]

例：

Router(config)# dialer map ip 172.19.2.5 speed
56

オンデマンドルーティングの設定例

ODR の有効化と ODR 情報のフィルタリングの例
次の例は、CiscoルータでODRを有効にし、ODR情報のフィルタリングを有効にする方法を示し
ています。この ODR情報のフィルタリングの設定例では、ハブルータはクラス Cネットワーク
192.168.1.0に関する IPプレフィックス（または、このネットワークのサブセット）のアドバタイ
ズメントのみを受け入れます。

Router(config)# access-list 101 permit ip host 10.0.0.1 192.168.1.0 0.0.0.255

Router(config)# access-list 101 permit ip 10.0.10.2 255.0.0.0 192.168.2.0 0.0.0.255
Router(config)# router odr

IP ルーティング：ODR コンフィギュレーションガイド
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Router(config-router)# distribute-list 101 in
Router(config-router)# end

指定したインターフェイスでの ODR の無効化の例
次の例は、インターフェイスの ODRを無効にする方法を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0

Router(config-if)# no cdp enable

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS XENetworkManagement Configuration
Guide, Release 2』の「Using Cisco Discovery
Protocol」の章

Cisco Discovery Protocolの機能

『Cisco IOS IP Routing: ODR Command
Reference』の「On-DemandRouting Commands」
の章

ODRコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html


MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

オンデマンドルーティングの設定に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1：オンデマンドルーティングの設定に関する機能情報

機能情報リリース機能名

オンデマンドルーティング

（ODR）機能により、スタブ
サイトの IPルーティングを最
小限のオーバーヘッドで利用で

きます。

10.0

12.2(1)

12.2(2)T

15.3(1)S

On-Demand Routing：オンデマ
ンドルーティング
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